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特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例 
 

１．概要 

  平成２８年度税制改正において、療養の給付として支給される薬剤との代替性が特に高い一般用医薬品

等の使用を推進する観点から、平成２９年１月１日から平成３３年１２月３１日までの間に、健康の維持

増進及び疾病の予防への取組として一定の取組を行う個人が、特定一般用医薬品等を購入した場合に、そ

の年間の購入額が１２,０００円を超えるときは、その超える部分の金額（最高８８,０００円）を所得か

ら控除することができることとなりました。特定一般用医薬品等とは、元来医療用として使われていた要

指導医薬品及び一般用医薬品をいい、控除の対象となる特定一般用医薬品等は、租税特別措置法施行令第

２６条の２７の２第２項に規定するもの８２種類の成分の、いずれかを有効成分として含有する製剤が該

当します。単純に特定一般用医薬品等に該当しても、政令に定めるものに該当しない場合は控除の対象と

なりませんのでご注意ください。対象となる特定一般用医薬品薬等の例を挙げますと、ロキソニンＳ，ア

レグラＦＸ、コンタック鼻炎Ｚ、イヴＡ錠など、よくテレビＣＭなどでも見られるようなお薬もあります。

また、「一定の取り組み」とは、①法令に基づく健康診査、予防接種、定期健康診断、特定健康診査また

は特定保健指導、がん検診が該当します。 

この規定は、従来の医療費控除との選択適用であり、比較すると以下の通りとなります。 

  従来の医療費控除  医療費控除の特例 

 対象となる支出  医療費全般（差額ベッド等対象外に注意） 特定一般用医薬品等（政令で定めるもの） 

 最高限度額  ２００万円  ８万８千円 

 足切額  課税標準の５％ or １０万円  １万２千円 

   従来の医療費控除では所得が２００万円以上である場合には、年間の医療費の合計額が１０万円を超え

なければ控除ができなかったものの、医療費控除の特例では、年間の支出額が１万２千円さえ超えれば所

得控除を受けられることができ、医療費が少なく、１０万円を超えなかった場合でもこちらの控除が受け

られる可能性があるというわけです。 

２．計算例及び有利判定 

   例えば、医療費控除の対象となる支出額１５万円のうち、９万円が特定一般用医薬品等、７万円がそれ

以外の支出だとすると、控除額はそれぞれ以下の通りとなります。（課税標準は２００万円を前提とする。） 

   

   従来の医療費控除：（９０,０００円＋７０,０００円）－１００,０００円＝６０,０００円 

   医療費控除の特例：９０,０００円－１２,０００円＝７８,０００円 

   このように、医療費全体の合計額が多くとも、医療費控除ではなく足切額の低い医療費控除の特例を選

択した方が、控除額が大きくなるケースも出てきます。 

   この有利判定ですが、その年中に購入したスイッチＯＴＣ薬が従来の医療費と医療費控除の特例両方の

対象となると仮定した場合、以下の数式で判定することができます。 

特定一般用医薬品以外の医療費＞課税標準×５％―１２,０００円…従来の医療費控除が有利 

特定一般用医薬品以外の医療費＜課税標準×５％―１２,０００円…医療費控除の特例が有利 

３．まとめ 

前述の通り、医療費全体の合計額が少額であっても、特定一般用医薬品等を１２,０００円以上購入した

場合、医療費控除の特例を適用することができます。ただし、お医者様に行かれている場合は、ほとんど

の場合が従来の医療費控除のほうが有利だと思われます。 

なお、この規定は健康診断などの一定の取組を行った場合に適用できるものですので、ご自身のお体の

調子を確かめる本来の意味と、医療費控除の特例を適用できるようにしておくためにも健康診断を受けら

れてはいかがでしょうか。また、相続税のご心配をされている方であれば、ご自身の健康管理をしていた

だき、長生きして頂くことで多くの相続税対策を実行することが可能です。普段お元気な方もこの機会に

ご自身の健康状態と向き合ってみてください。 
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